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第一回：2010 年 3 月 8 日～4 月 8 日にかけて、赤峰市アルホルチン旗バヤンウンドゥル
ソムに位置するバヤンウンドゥル中学校で現地調査を行った。 
第二回：2012年 9月 3日～9月 28日にかけて、赤峰市都市部における赤峰市民族中学校
で現地調査を行った。 
第三回：2014 年 3 月 1 日～4 月 1 日にかけて、赤峰市アルホルチン旗バヤンウンドゥル
ソムに位置するバヤンウンドゥル小学校で現地調査を行った。 
第四回：2014 年 6 月 3 日～7 月 6 日にかけて、赤峰市モンゴル実験小学校で現地調査を
行った。 














































































































数はモンゴルの男子の 40～50％を占めていたという（阿垃塔 2011：22）。 
1936 年の民国蒙政府の統計によると、当時、東北のモンゴル地域に 662 の寺院とラマは
28,985人もいた。新中国設立した初期は内モンゴル自治区の牧畜地域の非識字者が 50％で














































































で、全国の小学校 3万 1,700校を統廃合させた。内モンゴル自治区では、2001 年～2006年
の間で、中学校と小学校を合わせて 8,039校を廃校させた。その結果、小学校は 4,428校と
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化に合わせるために、民族中学校では、1999 年秋季より中学校 1 年生から「三言語（モン
ゴル語・漢語・外国語）教育」が開始された。2001年の秋学期からは民族学校の小学３年生
から「三言語教育」が始まった。現在は、内モンゴルの各モンゴル民族学校で統一カリキュ
ラムが実施されている（表 1、表 2）。 
 
表 1 バヤンウンドゥル中学校一年生の時間割 
（出典：バヤンウンドゥル中学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
１限 ８：００～８：４０ モンゴル語 数学 漢語 数学 モンゴル語 
２限 ８：５０～９：３０ 数学 漢語 数学 モンゴル語 英語 
３限 １０：１５～１０：５５ 地理 音楽 英語 英語 漢語 
４限 １１：０５～１１：４５ 英語 モンゴル語 政治 体育 数学 
５限 １４：２０～１５：００ 体育 英語 生物 歴史 政治 
６限 １５：１５～１５：５０ 漢語 歴史 モンゴル語 漢語 モンゴル語 
７限 １６：０５～１６：４５ 生物 美術 数学 地理 情報 
８限 １６：５５～１７：３５ 活動 朗読 活動 朗読 会議 
 
表 1と表 2に示すように、中学 1年生の授業はモンゴル語と中国語、数学、英語、地理、
体育、生物、音楽、歴史、美術、政治、情報の 12科目ある。モンゴル語、漢語、数学、英
語は毎日 1時間で、週に 5時間である。その他、地理と体育、生物と歴史、政治の科目は週












表 2 チャブガ第五民族中学校一年生の時間割 
（出典：チャブガ第五民族中学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
1限 ８：００～８：４０ モンゴル語 漢語 漢語 数学 数学 
2限 ８：５０～９：３０ 数学 モンゴル語 地理 モンゴル語 英語 
3限 １０：１５～１０：５５ 英語 英語 歴史 政治 漢語 
4限 １１：０５～１１：４５ 体育 数学 英語 数学 モンゴル語 
5限 １４：２０～１５：００ 漢語 政治 体育 英語 生物 
6限 １５：１５～１５：５０ 地理 情報 数学 モンゴル語 歴史 
7限 １６：０５～１６：４５ 音楽 生物 モンゴル語 漢語 美術 














1952 年 8 月 9 日、中央政権の「中華人民共和国民族区域自治実施綱要」により、民族区
域を「不可分の一部」と制定した上で、各民族自治区機関の役割は、自民族の言語・文字の
使用と自民族の文化・教育事業の発展及び民族幹部の養成などに限定された(韓 1998 :109)。 

















廃校された。その結果、小学校は 4,428校で前より 47.5％減り、中学校は 465校で 27.9％
減り、小学校の教育地は 3,146 校で、68.4％減った（哈斯額尓敦 2017：210）。図 3 は内モ
























第 1節 調査地の選択理由 
 
内モンゴル自治区には 49の民族、2386万 4000 人（2005年現在）が居住している（『内蒙
古自区概况』2009：29）。その内訳は、漢民族が 1870万 6400人（78.39％）で、モンゴル民








































テンホシゴ、アルホルチンホシゴ）がある。全赤峰市には、19 のソム、85 の鎮、28 の乡、
2,089のガチャがある。全市に 1,453校の学校があり、その内訳は、高校 4校、専門学校 43


































53 の住宅地がある。人口は 45.6万で、モンゴル族は 6.4万人、全人口の 14％を占める。紅
山区には各学校は 134 校があり、小学校 38 校、中学校 11 校、普通高校 5 校、ろう学校 1










と業務員合わせて 4,240名、生徒 35,295名である。そのうち、モンゴル民族学校 23校、モ










中心である。この旗には、中学校は 29校、教諭と教務員合わせて 2,221名、生徒 33,011名
である。小学校は 64 校、教諭と教務員合わせて 2,310 名で、生徒 35,295 名である。この
他、幼稚園 101 校。その内、モンゴル民族の幼稚園が 3 校ある（アリゴン 2017：200）。こ
の地域は、内モンゴルの農耕地域である。 
 




















































赤峰市民族の幼児教育は 50 年代後期にスタートし、1958 年から 1959 年にかけて、アル
ームチン旗、翁牛特旗、クロウ旗、オーハン旗、宁城県が、それぞれの保育所を開催し、モ
ンゴル族の幼児を募集した。1958年、贺旗联户托幼稚園を設立した。1958年までに、全市
の民族幼稚園が 13 校まで増加、学年前の子供を含め、少数民族生徒数は 11,735 人に増え









設した。1947 年末までに、モンゴル族小学校の在籍生徒は 3,594 名まで増えており、建国




年、小学校は 33校、旗の全日制公立小学校 8校であり、学齢児童の入学率は元の 36％から
92％にまで上昇した。1966 年初め、全盟モンゴル族の牧読小学校 189 校であり、在籍生徒
は 6,626名であった。同年、全地域の全日制公立モンゴル族小学校が 496校に発展し、在校
生は 26,118 人となった。在学生数は 1947 年と 1949 年に比べてそれぞれ 7.3 倍、0.4 倍に




















ル族中学校が 7校となり、モンゴル族在籍生徒は 1,020名に増加した。中学校が 1校増え、
高校モンゴル族在籍生徒は 177 名であった。1964 年にはモンゴル族中学校が 8 校に増え、
中学在籍生徒が 1,561 名に増え、高校在籍生徒は 286名に増えている。 
1980年から、盟教育庁は「高校の圧縮、中学校の調整、小学校の強化」との指導思想のも
と、全盟の中学校配布に対し重点的に調整した。1981年までに、モンゴル族高校は 28から
14 校に圧縮し、中学校は 151校から 92校までに調整した。統計によると、1992年全盟民族
一般高校は 15校であり、そのうちモンゴル族高校 14校、民族共同高校 1校であった。一般
高校の少数民族在校生およびモンゴル族在籍生徒はそれぞれ 9,872 名と 8,865 名だった。
民族一般中学校は 87 校であり、そのうちモンゴル族中学校とモンゴル族連合中学校 85 校























































校」へと変更した。1946 年 4 月に、元東モンゴル自治政府のハフンガ副主席が民族文化を
復活させる目的で、小学校の復活活動を始めた。復活活動は、坤都小学校の復活から始まり、
各地に相次いだ。年末には、小学校７校、生徒数 584 名、教師 7 名であった。1949 年にな
ると、全旗の小学校は 144 校、生徒数は 5,337 名、（そのうち女子生徒 1,430 人）、教職員
189 名であった。1956 年には、小学校 183 校、生徒数 14,746 名、教職員 442 名となった。
1966 年から始まり 10 年間続いた「文化大革命」の時代では「民族問題は階級問題である」
とみなされ、民族教育が圧殺された。1979年には混乱が止まり、小学校が全面的復興した。

































4,186名であり、その内、モンゴル族は 4,063名、回族は 20名、満族は 88 名、朝鮮族は





























図 5 調査地 
（出典：内蒙古自治区地図（2004）を基に筆者作成。） 
 
表 13 バヤンウンドゥル地域とチャブガの差異 
出典：『阿鲁科尔沁旗统计年鉴』（2003：118）に基づき筆者作成。） 
 バヤンウンドゥルソム チャブガ 
人口 約 1万人 約 30万人 










































































































































当たり 8時間である。数学は週 5時間になっている。その他、体育の科目が週 2時間で、サ
ッカーの科目が 1時間となっている。担当の科目が週 3時間となっている。学校、品徳、音
楽と美術は週 2時間である。安全、故郷の科目が週 1時間となっている。 
 
表 4 バヤンウンドゥル小学校 1年生の時間割 
（出典：バヤンウンドゥル小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 7:50～8:30 数学 数学 数学 数学 数学 
2限 8:40～9:20 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 
3限 9:50～10:30 品徳 体育 音楽 学校 体育 
4限 10:40～11:20 音楽 モンゴル語 体育 安全 品徳 
5限 14:40～15:20 美術 故郷 学校 サッカー 美術 
6限 15:50～16:30 モンゴル語 担当 モンゴル語 担当 担当 










週当たり 8 時間である。数学は週当たり 5 時間となっている。中国語が週当たり 3 時間と
なっている。その他、体育、品徳、学校、音楽と美術は週 2時間である。サッカー、安全、故







表 5 バヤンウンドゥル小学校 2年生の時間割 
（出典：バヤンウンドゥル小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 7:50～8:30 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 
2限 8:40～9:20 数学 数学 数学 数学 数学 
3限 9:50～10:30 中国語 品徳 学校 品徳 故郷 
4限 10:40～11:20 モンゴル語 美術 中国語 中国語 体育 
5限 14:40～15:20 安全 体育 音楽 美術 モンゴル語 
6限 15:50～16:30 学校 モンゴル語 体育 サッカー 音楽 















表 6 バヤンウンドゥル小学校 3年生の時間割 
（出典：バヤンウンドゥル小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 7:50～8:30 モンゴル語 英語 英語 英語 モンゴル語 
2限 8:40～9:20 中国語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 中国語 
3限 9:50～10:30 数学 数学 数学 数学 数学 
4限 10:40～11:20 美術 中国語 美術 音楽 品徳 
5限 14:40～15:20 モンゴル語 品徳 科学 体育 モンゴル語 
6限 15:50～16:30 音楽 労働 学校 モンゴル語 品徳 



















   
写真 3 モンゴルゲル       写真 4 タバコ入れ 
（出典：ともに 2014年 3月、バヤンウンドゥル小学校にて、筆者撮影。）  
 
     
写真 5 牛車          写真 6 鞍 










































中は 4つの授業がある。1時限の授業時間は 40分である。2限目と 3限目の間に 30分の目
の体操がある。昼食の時間は 40分で、昼寝の時間は 1時間 40分である。中国では、職場は
日本と比べて、昼休みが長く、昼休みは家に帰って食事をするのが一般的である。また、中
国では、冬と夏の休み時間が変わり、夏は昼寝の時間が設けられる。午後には、3つの授業




表 7 寄宿生徒たちの一日 
（出典：バヤンウンドゥル小学校提供のモンゴル語資料に基づき筆者作成。） 
起床 5:30 昼寝 12:30～14:10 
体操 5:50～6:20 予備 14:20～14:30 
自習 6:20～7:00 5限 14:30～15;10 
朝食 7:00～7:50 6限 15:20～16:00 
予備 7:50～8:00 7限 16:10～16:50 
1限 8:00～8:40 朗読 17:00～17:40 
2限 8:50～9:30 夕食 17:40～18:40 
目の体操 9:30～10:10 復習１ 18:40～19:20 
3限 10:10～10:50 復習２ 19:30～20:10 
4限 11:00～11:40 寝る 20:30 































以下の表 8に示すように、中学 1 年生の授業はモンゴル語と中国語、数学と英語、地理と
体育、生物と音楽、歴史と美術、政治と情報の 12科目ある。モンゴル語、漢語、数学、英
語は毎日 1時間で、1週間に 5時間である。その他、地理と体育、生物と歴史、政治の科目
は 1 週間に 2 時間で、音楽と美術、情報が 1 週間に１時間である。そのほか 8 講時は「活










表 8 バヤンウンドゥル中学校一年生の時間割 
（出典：バヤンウンドゥル中学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 8:00～8:40 モンゴル語 数学 漢語 数学 モンゴル語 
2限 8:50～9:30 数学 中国語 数学 モンゴル語 英語 
3限 10:15～10:55 地理 音楽 英語 英語 中国語 
4限 11:05～11:45 英語 モンゴル語 政治 体育 数学 
5限 14:20～15:00 体育 英語 生物 歴史 政治 
6限 15:15～15:50 中国語 歴史 モンゴル語 中国語 モンゴル語 
7限 16:05～16:45 生物 美術 数学 地理 情報 






























































写真 9 競馬                写真 10 牛車           



















































表 9  調査対象の学校 
（出典：現地調査の結果に基づき筆者作成。） 




生徒数 245名（2010年時点） 1,427名（2014年時点） 
自宅通学率 約 64％ 約 4％ 

































表 10 チャブガ第五民族中学校一年生の時間割 
（出典：チャブガ第五民族中学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 8:00～8:40 モンゴル語 中国語 中国語 数学 数学 
2限 8:50～9:30 数学 モンゴル語 地理 モンゴル語 英語 
3限 10:15～10:55 英語 英語 歴史 政治 中国語 
4限 11:05～11:45 体育 数学 英語 数学 モンゴル語 
5限 14:20～15:00 中国語 政治 体育 英語 生物 
6限 15:15～15:50 地理 情報 数学 モンゴル語 歴史 
7限 16:05～16:45 音楽 生物 モンゴル語 中国語 美術 
























































   
写真 13 a、ｂチャブガ第五民族中学校校内で設置されたモンゴルゲル 
（出典：a、ｂともに 2015年 6月、チャブガ第五民族中学校にて、筆者撮影。） 
 








              
写真 14 植えた野菜 










によって行動する。自分の自由時間はほとんどない。最初は、月に 1 回 4 日間の休みがあ
り、その時実家に戻ることが許可される。ほとんどの生徒は実家が遠くて、交通が不便なの
で、4 日間の内 2 日間は移動のために使い、家で過ごすことができるのは 2 日間だけであ
る。2013 年からは１週間で 1 日休みがある。休みの日だけ学校から出ることができる（表
11）。 
 






























































































英語 数学 物理 科学 歴史 政治 総得点 人数 
平均点 105.97 110.18 58.79 55.88 86.004 76.254 493.078 340 





英語 数学 物理 科学 歴史 政治 総得点 人数 
47 
 
平均点 105.16 109.29 58.68 65.02 80.33 74.3 492.76 491 





英語 数学 物理 科学 歴史 政治 総得点 人数 
平均点 108.93 102.46 72.05 75.76 88.65 73.55 521.4 527 

















この３年間で、中国語、英語、数学、物理、化学など科目の平均成績が 2012 年から 2014年
になると高くなっていることがわかる。その一方、モンゴル語の平均成績が 2012年から2014

















































































































































第 2節 赤峰市モンゴル民族実験小学校の過去 
 

































民族小学校である。現在、教師は 84名、そのうち、モンゴル族 37名(約 44％)、漢民族 47
名（約 56％）である。生徒数は 710名、そのうち、モンゴル民族の生徒は 170名（約 24％）、
漢民族の生徒は 540名（約 76％）である。 
 





以下の表 14 に示すように、小学 1 年生の授業はモンゴル語、数学、体育、音楽、美術、
品徳、手芸、安全、民族の 9科目がある。モンゴル語は毎日 2時間で、週当たり 10時間で
ある。数学は週当たり 8時間になっている。その他、体育の科目が週 3時間で、手芸と美術








表 14 赤峰市モンゴル民族実験小学校 1年生の時間割 
（出典：赤峰市モンゴル民族実験小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 7:50～8:30 品徳 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 
2限 8:40～9:20 数学 数学 数学 数学 数学 
3限 9:50～10:30 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 体育 モンゴル語 
4限 10:40～11:20 体育 手造り 体育 数学 手造り 
5限 14:40～15:20 モンゴル語 数学 数学 体育 民族 
6限 15:50～16:30 美術 音楽 美術 モンゴル語 安全 
7限 16:40～17:20      
 
以下の表 15に示すように、小学 2年生の授業はモンゴル語、中国語、数学、体育、音楽、
美術、品徳、手芸、安全、民族の 10科目がある。モンゴル語は毎日 1～2時間で、週 9時間
で、週 7時間になっている。中国語が週 4時間となっている。その他、体育の科目が週 3時







表 15 赤峰市モンゴル民族実験小学校 2年生の時間割 
（出典：赤峰市モンゴル民族実験小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 7:50～8:30 品徳 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 数学 
2限 8:40～9:20 数学 数学 数学 数学 モンゴル語 
3限 9:50～10:30 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 美術 中国語 
4限 10:40～11:20 モンゴル語 数学 体育 中国語 音楽 
5限 14:40～15:20 音楽 美術 中国語 民族 モンゴル語 
6限 15:50～16:30 体育 中国語 数学 体育 安全 




2 時間で、週 8 時間である。中国語が週 4 時間となっている。英語は週 3 時間となってい










表 16 赤峰市モンゴル民族実験小学校 3年生の時間割 
（出典：赤峰市モンゴル民族実験小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 7:50～8:30 品徳 数学 モンゴル語 数学 モンゴル語 
2限 8:40～9:20 モンゴル語 モンゴル語 数学 モンゴル語 数学 
3限 9:50～10:30 数学 美術 中国語 数学 音楽 
4限 10:40～11:20 英語 体育 科学 英語 朗読 
5限 14:40～15:20 中国語 英語 体育 民族 モンゴル語 
6限 15:50～16:30 科学 中国語 モンゴル語 中国語 安全 









    









    




























   
写真 18 『モンゴルの子供の読書』   写真 19 『モンゴルの歴史と文化の基礎知識』 
 
   
写真 20 『モンゴル皇帝らの集会』   写真 21 『男の三つの遊びの物語』 












    
写真 22a 烈士の碑              写真 22b烈士の名前が刻まれた壁 



















＜事例 14＞M氏（赤峰市中国銀行会社員 40代、女性） 
 























































写真 23 赤峰市モンゴル民族中学校      写真 24 設立の 1946年 








英語は毎日 1 時間で、週 5 時間となっている。歴史は週 3 時間になっている。その他、地
理、体育、生物、政治などの科目が週 2時間あり、音楽、美術、情報が週１時間である。そ




世界史は 2 冊である。中国史 4 冊で合計 763 ページあるが、その中にモンゴルに関する内




表 17 赤峰市民族中学校 1年生の時間割 
（出典：赤峰市モンゴル民族中学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
1 限 8:00～8：40 数学 数学 数学 数学 数学 
2 限 8：50～9：30 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 
3 限 10:15～10;55 歴史 英語 英語 歴史 中国語 
4 限 11:05～11:45 英語 歴史 政治 自習 英語 
5 限 14:20～15:00 中国語 中国語 体育 情報 音楽 
6 限 15:15～15:50 地理 心理 地理 生物 美術 
7 限 16:05～16:4 政治 生物 中国語 中国語 政治 
8 限 16:55～17:35 会議 自習 活動 自習 自習 
 














表 18 赤峰市民族中学校 2年生の時間割 
（出典：赤峰市モンゴル民族中学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
1 限 8:00～8：40 モンゴル語 数学 中国語 数学 モンゴル語 
2 限 8：50～9：30 数学 モンゴル語 数学 モンゴル語 数学 
3 限 10:15～10;55 物理 中国語 英語 歴史 化学 
4 限 11:05～11:45 政治 物理 化学 英語 政治 
5 限 14:20～15:00 化学 歴史 政治 中国語 歴史 
6 限 15:15～15:50 中国語 体育 物理 化学 物理 
7 限 16:05～16:45 英語    英語 


































写真 25 相撲場                写真 26 モンゴルゲル                              
 （出典：ともに 2014年 6月、赤峰市モンゴル民族中学校にて、筆者撮影。） 
 



































































































































全部で 8のクラスがあり、教師 14名、生徒は 184名でだった。1965年に荷叶勿苏初級牧業
中学校となり、鲍凤珊が代理校長になった。その後、10 クラス、生徒は 294 名まで増加し




























































S 氏の話からは、モンゴル語で授業を受けるクラスをなくした 17 年間の効果が分かる。
モンゴル語を話さなくなり、結婚相手に中国語を話せる人を選ぶという状況な問題が起こ
ったことが分かる。 
教務主任の Q教諭、R 保護者と S氏の話から、モンゴル語で授業を受けるクラスをなくし
た当時の状況、保護者の思いやその成果が分かる。 
 












幼稚園の子供は 14 名、漢語で授業を受ける子供 12 名いる。幼稚園の子供を含めて全学校
の人数は 141名で、寄宿生は 115名、通学生は 26名である。そのうち、モンゴル語で授業














生徒数 寄宿生 通学生 
幼稚園 14   幼稚園 12   
一年生 5 5  一年生 9 8 1 
二年生 6 6  二年生 11 10 1 
三年生 6 5 1 三年生 8 5 3 
四年生 8 6 2 四年生 19 15 4 
五年生 5 5  五年生 8 8  







    
写真 27a、b オロインスムモンゴル民族中心学校 












写真 28 オロイスムモンゴル民族中心学校の教育棟    
（出典：2015年 6月、オルンスムモンゴル民族中心学校にて、筆者撮影。） 
 








写真 30 日常的な遊牧生活が描かれた壁 
（出典：2015年 6月、オロインンスムモンゴル民族中心学校にて、筆者撮影。） 
 















以下の表 20 に示すように 1 年生の授業はモンゴル語、数学、音楽、美術、体育、会議、
科学、品徳、校課、活動、安全、手芸、サッカー、書道の 14 の科目ある。モンゴル語は 1
週間に 7時間である。活動は 1週間に 6時間である。その他、音楽と体育、品徳と美術の科
目は 1 週間に 2 時間で、会議と校課、手芸が 1 週間に 1 時間である。表 11、表 12、表 13、
表 14、表 15、表 16をみると、1年生から 3年生までの 1週間 2時間の体育の授業の以外に
「サッカー」の授業が 1時間あることがわかる。 
 
表 20 モンゴル語で授業を受けるクラスの 1年生の課程表 
（出典：オロインスムモンゴル民族中心小学校校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 8:00～8:40 音楽 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 
2限 8:50～9:30 会議 数学 数学 数学 数学 
3限 10:10～10:50 品徳 モンゴル語 サッカー 品徳 活動 
4限 11:00～11:40 体育 活動 活動 体育 モンゴル語 
5限 2:30～3:10 書道 体育 モンゴル語 活動 校課 
6限 3:20～4:00 活動 音楽 美術 モンゴル語 安全 





表 21、表 22、表 23、表 24 を見ると 2 年生から 6 年生までに、中国語が 1 週間に 3 時間で
ある。モンゴル語は 1年生から 3年生までは 1週間に 7時間であり、4年生から 6年生まで
は、1週間に 6時間である。 
 
表 21 モンゴル語で授業を受けるクラスの 2年生の課程表 
（出典：オロインスムモンゴル民族中心小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 8:00～8:40 音楽 数学 数学 数学 数学 
2限 8:50～9:30 会議 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 
3限 10:10～10:50 中国語 数学 サッカー モンゴル語 品徳 
4限 11:00～11:40 体育 活動 校課 体育 中国語 
5限 2:30～3:10 美術 体育 朗読 活動 モンゴル語 
6限 3:20～4:00 活動 モンゴル語 中国語 美術 安全 
7限 4:10～4:50 モンゴル語 書道 活動 品徳 手芸 
 
以下の表 22 に示すように 3 年生から英語を学び始める。1 週間に 3 時間である。表 22、
表 23、表 25をみると、3年生から 6年生までに英語は 1週間に 3時間である。 
 
表 22 モンゴル語で授業を受けるクラスの 3年生の課程表 
（出典：オロインスムモンゴル民族中心小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
  月 火 水 木 金 
1限 8:00～8:40 音楽 数学 数学 数学 数学 
2限 8:50～9:30 会議 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 モンゴル語 
3限 10:10～10:50 中国語 中国語 英語 美術 科学 
4限 11:00～11:40 モンゴル語 英語 美術 探求 サッカー 
5限 2:30～3:10 体育 科学 体育 中国語 モンゴル語 
6限 3:20～4:00 品徳 音楽 書道 英語 安全 
7限 4:10～4:50 数学 品徳 朗読 モンゴル語 手芸 
 
以下表 23、表 24、表 25は、オーハン旗のオロインスムモンゴル民族中心学校の中国語で
授業を受けるクラスの 1年生から 3生の課程表と時間割りである。課程表には、1週間の授
業の内容が書かれている。時間割りには、生徒たちの 1日の活動の流れが書かれている。 
表 23をみると、中国語で授業を受けるクラスの 1年生で中国語が 1週間に 7時間となっ
ている。モンゴル語の科目は見られない。表 8 をみるとモンゴル語が 1 週間 3 時間となっ
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ている。表 20、表 21、表 22をみると、2年生から 6年生までモンゴル語の授業が 1週間 3
時間となっている。 
 
表 23 中国語で授業を受けるクラスの 1年生の課程表 
（出典：オロインスムモンゴル民族中心小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
1限 音楽 中国語 中国語 中国語 中国語 
2限 会議 数学 数学 数学 数学 
3限 体育 書道 品徳 体育 活動 
4限 美術 中国語 活動 中国語 中国語 
5限 品徳 体育 サッカー 活動 校課 
6限 活動 中国語 音楽 美術 安全 
7限 数学 閲読 活動 活動 手造り 
 
表 24 中国語で授業を受けるクラスの 2年生の課程表 
（出典：オロインスムモンゴル民族中心小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
1限 音楽 数学 数学 数学 数学 
2限 会議 中国語 中国語 中国語 中国語 
3限 体育 中国語 モンゴル語 体育 品徳 
4限 中国語 モンゴル語 活動 中国語 校課 
5限 活動 体育 サッカー 活動 モンゴル語 
6限 数学 美術 音楽 美術 安全 
7限 書道 閲読 活動 品徳 手造り 
 
表 25 中国語で授業を受けるクラスの 3年生の課程表 
（出典：オロインスムモンゴル民族中心小学校提供のモンゴル語資料。筆者訳。） 
 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
1限 音楽 数学 数学 数学 数学 
2限 会議 中国語 中国語 中国語 中国語 
3限 数学 英語 科学 中国語 研修 
4限 科学 モンゴル語 サッカー 英語 美術 
5限 体育 読む モンゴル語 体育 中国語 
6限 英語 美術 音楽 品徳 安全 







たちは、5時 30 分に起床、体操、自習、朝食を済ませて、8時から 1限の授業が始まる。午
前中は 4つの授業がある。1時限の授業時間は 40分である。2限目と 3限目の間に 30分の









表 26 寄宿生徒たちの 1日の流れ 
（出典：オロインスムモンゴル民族中心小学校提供のモンゴル語資料に基づき筆者作成。） 
起床 5:30 昼寝 12:30～14:10 
体操 5:50～6:20 予備 14:20～14:30 
自習 6:20～7:00 5限 14:30～15;10 
朝食 7:00～7:50 6限 15:20～16:00 
予備 7:50～8:00 7限 16:10～17:50 
1限 8:00～8:40 朗読 17:00～17:40 
2限 8:50～9:30 夕食 17:40～18:40 
目の体操 9:30～10:10 復習１ 18:40～19:20 
3限 10:10～10:50 復習２ 19:30～20:10 
4限 11:00～11:40 寝る 20:30 






















































































































































































表 27 牧畜地域、農耕地域、都市部の民族小学校における民族教育の比較 
（出典：現地調査の結果に基づき筆者作成。） 















































































表 28 牧畜地域と都市部の民族中学校における民族教育比較 
（出典：現地調査の結果に基づき筆者作成。） 































































































































疆ウイグル自治区北部のカザフ族地域である。県の総人口は 98,018 人（2016 年）であり、
カザフ族が 77,228人で 78.79％を占め、漢民族、回族、モンゴル族、ロシア族など 12の民
族が共住している。中国政府による遊牧民の定住化政策と農牧業合作政策により、農業と牧









































































































8 2010年 3月 10日に実施した事例 3のインタビュー対象者と同一人物。当時は歴史の教


























                                                   
87 
 
















育内容に対する自治権を中心に」『一橋法学』第 5巻 第 3号、pp.1041-1064 
韓達主編（1998年）『中国少数民族教育史』、p.103、云南出版社、云南 
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